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     医師  藤田 保 
この冬の寒さが長引いたせいか、桜の季節が短かったように感じましたが、早や爽やかな若葉の時候となり

ました。 
 新年度となって、当外来の取り組みも 13年目に入っていますが、平成 16年度の一年間では延べ 708名、実
数では66名の聴覚障害をもつ患者さんが受診されました。新患（初診）は 21名でしたが、これらは例年に比
べていずれもやや多いものでした。 
 最近受診される方の中で、高校、大学あるいは大学院で学びながら、情報保障や進路などの悩みを訴える方

が目に付きます。いわゆる福祉相談の側面が強く、教育や福祉機関との一層の連携の必要性を感じます。 
 ところで、昨今の医療や福祉における制度、施策の見直しや改変には大変憂慮されるものがあります。とく

に、今国会に提出された「介護保険法改正案」や「障害者自立支援法案」では、給付制限や利用者の大幅な負

担増が鮮明に打ち出されており、当該サービスの利用者や家族ばかりでなく、医療・福祉等の関係者からも反

対や批判の声が挙がっています。 
 背景に少子高齢化社会と医療や福祉の財源不足の進展などの問題があることに一定の理解はできるものの、

公費負担医療制度の利用料徴収などによる負担増で、心身の安定に必要な受療が 
抑制されないかと危惧されます。 
 障害者自立支援法では自助自立と受益者負担原則の徹底が図られるようですが、 
他者と同じスタートラインに立つための障害に対する支援を得ることを「受益」と 
みることに違和感が強く、説得力のある解説は困難なようです。 
 
 
 
 
 
☆最近のトピックス                                        
★2005年 3月、社会福祉法人 聴力障害者情報文化センターより「聴覚障害者の精神保健サポートハンドブッ
ク」が発行されました。聴覚障害があるというだけで治療とサポートが不十分である現状を改善することを

目的として、①聴覚障害の医療･福祉に関係する人々、②精神保健医療にかかわる人々、③精神面でのサポー

トを必要とする聴覚障害の当事者、④当事者の家族、⑤ろうあ者相談員及び手話通訳士（者）等、聴覚障害

の福祉、教育、医療などに従事する職員向けに作られたものです。 
 当院の医師 藤田、精神保健福祉士 西川、心理士 古賀も執筆を担当しています。 
★平成17年 2月 10日、平成 16年度第 4回事例検討会を全国手話研修センターにて開きました。講師はなか
まの里（大阪）佐藤修所長にお願いしました。 



『第８回 全国聴覚言語障害者福祉交流集会に参加して』 
 

Ｒ１病棟 斉藤 悦子 
 
 大変遅くなりましたが報告します。 
 今回も近畿で大阪守口市での開催でした。今年は、

埼玉で 11月５・6日。来年は東京での開催予定です。 
 集会参加者は、26都道府県から 607名。大阪から
は 285名でした。 
 「地域での暮らしと権利を支える社会的資源づく

り」というテーマで、グループホーム、高齢聴覚障

害者のホームヘルプ、ミニデイサービスへの取り組

みや手話サークルの実践が報告され、パネルディス

カッションが行なわれました。更に私たちが一番関

心を寄せる福祉制度の改革についての情報提供があ

りました。新たに支援費制度が始まったばかりです

が、今、介護保険制度の見直しや障害者福祉制度が

大きく変わろうとしています。 
 

①身体・知的・精神の施設・サービスの相互利用＝

市町村中心、地域福祉の実現＝「障害保険福祉の

総合化」 
②障害者の就労を含め、その人らしい暮らしの実現

＝保護から自立支援へ、社会への貢献＝「自立支

援型システムへの転換」 
③障害者を支える制度が、国民の信頼を得て安定的

に運営できるようにより公平で効率的な制度へ＝

「制度の持続可能性の確保」 
 

 分科会でも更にこの制度について学びました。手

話通訳有料や手話通訳事業すら継続が危惧される現

状になっているそうです。障害者にも応益負担を求

めるこの改革は福祉の圧縮だと思います。 
 尚、説明の不十分さを補うため、必要な方には関

係資料を提示します。ご連絡下さい。 
一緒に考えましょう。 

 
 
 

『初めての手話』 
 

Ｐ２病棟 岡本 尚子 
 
 今まで手話には無縁だった私ですが、琵琶湖病院

に就職して初めて手話を使うことになりました。 
 最初の配属先の病棟には、聴覚障害のある患者さ

んがおられ、どうコミュニケーションを取ったら良

いのか分からず、なかなか自分から話しかけること

ができずにいました。 
 それから、指文字や単語等を学んでいくうちに少

しずつコミュニケーションを取ることができるよう

になりました。 
 また、患者さんとコミュニケーションを取る中で

患者さんからも手話を教えていただき、学ぶことが

できました。 
 現在でも、病棟や委員会などで手話に関わる機会

は多くありますが、まだうまく使いこなせていませ

ん。 
 患者さんの気持ちを理解するためにも日々のコミ

ュニケーションを大切にし、これからも多くの手話

を学んでいきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇧【値段が高い】指でお金を作って上にあげる 

⇩【値段が安い】指でお金を作って下げる 
 

 
 
 
                ○は  

【編集後記】 
 藤田医師の言葉にもありますが、聴覚障害をもつ新患（初診）の方の受診が増えています。初めて行

く病院は誰でも不安です。スタッフ一同が、患者さんにあたたかい心で、伝えるべき情報のもれがない

ように心がけて行きましょう！！  


